
【展⽰会参加報告】⼆⾜歩⾏パートナーロボット「あるくメカ
トロウィーゴ」を、シンデン・ハイテックス株式会社の協⼒に
より、中国のセンサー産業専⾨の⼤規模展⽰会で紹介。

株式会社リビングロボット（本社：福島県伊達市、代表取締役社⻑：川内康裕、以降リビングロボッ

ト）は、2024年4⽉14⽇(⽇)〜4⽉16⽇(⽕)に深圳会展中⼼（福⽥）SHENZHEN CONVENTION &

EXHIBITION CENTERにて開催された、「2024 Shenzhen International Sensor Technology Expo」

に、シンデン・ハイテックス株式会社(本社：東京都中央区、代表取締役社⻑：鈴⽊ 淳、以降シンデン・

ハイテックス)のブースにて出展いたしました。

展⽰会では、⼆⾜歩⾏パートナーロボット「あるくメカトロウィーゴ」の得意なダンスモーションを披

露いたしました。

リビングロボットの中国での展⽰会出展は今回が初めてとなります。

2024 Shenzhen International Sensor Technology Expoとは

中国の全国的なセンサーおよびIoT産業連合が、業界の需要に応じてさまざまなセンサーや関連製品、

IoTアプリケーションに焦点を当てるため、昨年初めて開催した展⽰会です。

センサー業界はこの10年で⾰新的な技術が出現し、需要も増えており、産業政策もますます増えている

現状です。かつてはやや「孤独」だった業界も、他のよりインテリジェントな業界と交差し、統合され

ていく事が求められてきています。

そういった背景を踏まえて、深セン⼤湾区における中国センサー・モノのインターネット産業連合会の

最初の専⾨展⽰会として、⻑い蓄積と慎重な準備を経て、センサー産業の国家発展のビジョンを持ち、

展⽰会の「展⽰」の意味を超えた多くの「新しい試み」と「新しい結びつき」を実現させました。

また、ドイツセンサー技術協会(AMA)、グローバルMEMS・センサー産業連盟(MSIG)、⽇本産業技術連

盟、スイス国⽴マイクロエレクトロニクス研究所、中欧センサーイノベーションセンターなど、世界の
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センシング業界の主要機関も⼀堂に会して出展しました。

第２回⽬の今年の展⽰会は、より⼤規模で、より⾼い仕様の内容となり、業界の詳細なアプリケーショ

ンに引き続き注⼒し、⼤盛況となりました。

展⽰内容

当展⽰会では、Japan PavilionとしてATI Japan社、King Tech社及びシンデン・ハイテックスが共同出展

いたしました。

シンデン・ハイテックスの協⼒を得て、⼆⾜歩⾏のパートナーロボット「あるくメカトロウィーゴ」２

台が、同時に⾳楽に合わせてダンスをするデモンストレーションを披露しました。

ウィーゴの定時ダンスモーション(決まった時間にロボットが⼀⻫に様々な⾳楽に合わせてダンスをする

もの)は、これまで銀⾏やホテルの受付にて“ロボットがおもてなしをするサービス”として提供してき

ました。

⾝⻑約13cmという⼩型で愛嬌のあるデザインに加え、⼈間と同じような躍動感のある動きやダンスを得

意とするウィーゴに来場者は⽬を奪われました。特に初⽇の⽇曜⽇は親⼦での来場者も多く、⼦ども達

に⼤⼈気で⼤変にぎわいました。

さらにこのウィーゴにはセンサー機能(距離センサー、照度センサー)も備えており、障害物や明るさによ

って動きを操作できる点も、今回のセンサー展⽰会では注⽬を浴びました。

シンデン・ハイテックス代表取締役社⻑の鈴⽊淳⽒は次のように述べています。

「このたび2024 Shenzhen International Sensor Technology Expoに、リビングロボットの「あるくメ

カトロウィーゴ」を出展でき、⼤変嬉しく思います。

⼈とロボットが共存し⽣活する時代がすぐそこまでやってきております。今後はリビングロボットが持

つ、センサー、通信、AI等の技術⼒と、当社が⻑年培ってきたエレクトロニクス業界のネットワークとリ



ソースが融合することで、トータルソリューションとしてのシナジーを構築し、ビジネスに感動を与え

る企業として、さらなる進化を⽬指します。」

また、リビングロボット代表取締役社⻑の川内康裕は次のように述べています。

「このたび、シンデン・ハイテックス株式会社様のご協⼒のもと、2024 Shenzhen International Senso

r Technology Expoに「あるくメカトロウィーゴ」を出展する機会を頂き感謝しております。

リビングロボットは、ロボットが持つ、⾝近な存在の親近感、モノが動く⽣命観、⼀緒に過ごす安⼼感

、が⼈とロボットの愛着を醸成すると確信しております。

DXが持つ価値連鎖の影響⼒拡⼤と同時に、ロボットはますます⾝近な存在となり道具からパートナーへ

と進化し続けると考えております。

今後はシンデン・ハイテックス株式会社様と共に、様々な分野で協業することで、さらなる⾶躍を⽬指

します。」

今後もウィーゴをはじめとした、独⾃の技術を世界に発信できるよう、積極的に活動を⾏ってまいりま

す。

リビングロボットについて

リビングロボットは、⼈とロボットが共に⽣き、成⻑する社会の実現をめざして、パートナーロボット

および関連技術の開発をおこなうテクノロジー企業です。プログラミング教育における「あるくメカト

ロウィーゴ」の活⽤をはじめ、さまざま分野での社会実装への取り組み、国内外の技術系イベントにお

ける製品の出展など、事業の拡⼤と社会貢献をすすめています。
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